
 

 

 

中学校 

名 

前 

 

 

☆博物館
はくぶつかん

の地下にある常設
じょうせつ

展示室
て ん じ し つ

で調
しら

べましょう。 

＜江戸時代＞ 

学習ポイント a 

１ 江戸時代、浦和や大宮は大名や旅人の通る宿場でした。何という街道の宿場ですか。また、そ

れはどことどことを結ぶ街道でしたか。 

 

 

２ 参勤交代で、大名が宿泊するところを何といいますか。あてはまるものを選びましょう。 

（ 問屋場 ・ 旅籠 ・ 本陣 ） 

３ 中山道は、東海道と比べて、江戸から京都までの道のりが約１０里（約４０ｋｍ）長く、山道

が続いていました。それにもかかわらず、中山道を多くの人々が利用したのはなぜですか。 

 

 

学習ポイント b 

４ 江戸時代、主要街道には関所がもうけられました。ここを通る場合には、今の身分証明のよう

なものが必要でした。それはなんというものですか。 

さいたま市立博物館 

博物館学習ノート 中学校② 

道の名： 

どことどこを結ぶ道か 
 
（     ）～（      ） 

 

 



学習ポイント c 

５ 中山道の人通りの多い宿場や市場の辻などには、 

お上（幕府は藩）の命令や禁止などを庶民に知らせ 

るための木札を掲げる場所が設けてありました。 

この木札を何といいますか。 

６ ３枚の浮世絵には、江戸時代の浦和や大宮の街道沿いの様子が描かれています。この浮世絵を

見て、通行人や辺りの様子についてわかることを書きましょう。 

 

     

学習ポイント d 

７ この石は、江戸時代に一の鳥居から氷川神社までの 

１８丁間に、一丁（約１０９ｍ）ごとにもうけられた 

道のりの目安です。この石を何といいますか。 

学習ポイント e 

８ 江戸時代の五街道の名前を選び線で結びましょう。 

 

 

 

 

 

 

ア ●      ●日光道中 

  イ ●      ●中山道 

  ウ ●      ●甲州道中 

  エ ●      ●東海道 

  オ ●      ●奥州道中 



９ 当時の浦和宿と大宮宿の様子を調べて、下の表を完成させましょう。 

宿 場 家 数 人 口 

浦和宿 ２７３  

大宮宿  １５０８ 

  〇大宮宿は、江戸から何番目の宿場ですか。        （        ） 

  〇当時、県内の中山道の宿場で家数、人口が最も多かった宿場は、どこですか。 

                              （       宿） 

学習ポイント f 

１０ 次のそれぞれの農具と関係のある作業を線で結びましょう。 

   千歯こき ●        ● 手動で風を起こし、その風の力で、げん米ともみがら 

                   などにより分ける。 

    犂
す き

  ●        ● 田植えのときなどに、田に水を入れる。 

   唐 箕
と う み

 ●        ● もみをすって、もみがらをはずす。 

   水 車
み ず ぐ る ま

 ●        ● 稲穂からもみをとる。 

   唐
か ら

臼
うす

 ●        ● 田おこしをする。 

 

 

 

１１ 当時の農家では、五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

を願い、祭りを行いました。その五穀
ご こ く

とは、何でしょう。展示し

てある穀物をよく観察して、その名前を書きましょう。 

 （      ）（      ）（      ）（      ）（      ） 

＜明治時代～ ＞ 

学習ポイント g 

１２ 米俵を持ってみましょう。１俵の重さは、約何ｋｇありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

ｋｇ 



１３ 昔の農家に入ってみましょう。家のつくりや土間の様子などを見て、気付いたことなどを書

きましょう。 

 

 

 

 

【さいたま市発見ルームに入りましょう】 

☆さいたま市発見ルームに展示してある資料や写真を選び、わかったことや感想を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
新型
しんがた

コロナウイルス感染
かんせん

拡
かく

大防止
だいぼうし

のため、立
た

ち入
い

りができなかったり、体験
たいけん

ができ

なかったりする展示物
てんじぶつ

があります。あらかじめご了 承
りょうしょう

ください。 

 

選んだ資料： 

わかったこと・感想 

 

 

 

 

 


